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　　　　　　　　　 Williston　by　Artificial　Sewage 　Water
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摘要． オ オ チ ョ ウ バ エ の 各種飼育法の 概要を示 した．さ らに 人
一
［二汚水と森谷らが 1969年に 報

告 した エ ビ オ ス 水溶液に よ る飼育方法 を室内観察で 比較検討 した．

　そ の 結果，雌成虫が 産卵適期 で あれ ば 両法共培養液を設置後す ぐ産卵 した．25℃ の 温 度下 で

は，設置 52 時間後 に
一

部 1 齢幼虫 が 孵化 した の で ，卵期間 は 2−3 凵で あ っ た．そ の 後設置 4

日後まで 双法の 間で 幼虫の 発育に 差 は認 め られ なか っ た．しか しそ れ以降 は 人上 汚水区 の 方 が

エ ビ オ ス 水溶液区よ り発育 が 早 く進行 した．成 虫 は両法 と も 自然個体 と1司様 な 大 き さ の 個体 が

得 られ た．卵期間 は 2−3 日，幼虫期問 は人 工 汚水区 が 8−14 日，エ ビ オ 7・水溶液区が 10−15 目，
蛹 期 は 双 法 と も 3−−4 目 で あ った．成虫 の 寿命 は比較的短 く，通常 の 湿度環 境 （60−80％RII）で

は 2 週間以内 に ほ とん どが 死亡 した，
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Abstract．1｝Thc　growth 　of 　a　rnoth 　fly　Clog’mia 　albipunctatus 　werc 　compared 　by　using

two 　mcdia ，　an 　artificia ！　sewage 　water 　and 　a　O．1％ dry　yeast　solution 　undcr 　thc 　conditions

of　25℃，60〜80％ RH 　and 　L12 ：Dl2 　ill　photoperiodism ．2）The 　artificial　sewage 　water 　is

cQmposed 　by　 pcptone 　 O．03w ／v ％，　Ehrligh　meat 　 extract 　e、02％，（NH4 ）NQ3・H200 ，005％，
NaCl 　 O．015 ％，　 Na2HPO

．
・・12H200 ．05％，　 KCI　 O．0007 ％，　 CaCl20 ．0007 ％，　 MgSO4 ・7H ，，O

D．0005％，1aboratory　chew 　O．05％ and 　H20　filling　up 　100　ml ．3〕Norlnal　and 　standard

sized 　adults 　wcre 　obtained 　in　both　culture 　solutions ．　4）The 　egg 　Perio〔l　was 　2−3　days、
larval　stages 　rangcd 　8−14days，　pupal 　period 　was 　3−−4　days 　and 　adult ＄ survivcd 　3　to　l8
days　by　the 　artificial 　sewage 　water 　but　！arval 　period　iD　the 　dry　yeast　solution 　was

delayed 　by 　l　 to　2　days，
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は じ め に

　チ ョ ウ バ ェ は発生場所か ら想像 され る汚 い イ メージ によ っ て 不快害虫と して 認識 され て 久 しい

が，防除の 対象種に な っ て い る割に は 研究報告が 少な い ．ま た調査研究 の た め の 累代飼育 もあ ま り

行われ て い な い．

木 ｛U［究 は 厚生労働省科学研 究補助金 （Hl5一が ん 予防
．．092 ） に よ る 研究 の

一
部 と して 行 っ た，
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　チ ョ ウ バ エ の 幼虫は浄化槽，汚水だまり，下水溝，排水溝 下水処理 場の 散水濾床，汚泥な ど有

機物 の 多い水域に生 息す る （住環境の 害虫獣対策，2002 ）．こ の仲間は卵 ， 幼虫，蛹を経て成虫に な

る完全変態を行 う昆虫で 60 種程が記録され て い るが，代表種は こ こ に示すオ オ チ ョ ウ バ ェ と小型

種 の ホ シ チ ョ ウ バ エ の 2 種の み で あ る

　オ オ チ ョ ウ バ ェ は 1960年頃か ら多 くな っ た （森谷 ら，1969）害虫で ， 特に近年 ビ ル 環境の 地下

汚水槽等か ら発生が 目立 ち，そ の 対策が要望 され て い る．

　著者 らは平成 13年 6 月に川崎市内 の 某事業所か らオ オ チ ョ ウ バ エ 幼虫を採取， そ の 後試行錯誤

の 末現行 の 方法を確立 して 累代飼育を行 っ て い る．

　 こ こ で は 飼育法 を記述す る と共に ，
エ ビ オ ス 水溶液と人工汚水 によ る飼育を比較検討 した の で ，

そ の 結果を報告する．

材料 と方法

　 1．供試昆虫 ： オ オ チ ョ ウ バ ェ 　 Clogmia　albipunctatus 　WMiston

　平成 13 年 6 月に 川崎市内夜光地 区の 某事業所で採取 し，約 1 年間採取地 の 汚泥を原培地 と して

水分と粉末飼料で 調整 しなが ら累代飼育を行 い ，そ の 後人工汚水をベ ー
ス とした飼育に移行，試行

錯誤の末，平成 15年 6 月頃よ り現行の方法を確立 して累代飼育して い る集団で こ こ で は川崎 コ ロ

ニ
ー

と呼ぶ ，

　2．飼育法の 概要

　こ れ ま で報告 され て い る方法と当研究室で 行 っ て きた方法を合わせ る と，本種の 飼育法はおお む

ね下記に記述 した 3 っ に分け ら れ る の で ，各方法に っ い て 述べ る．なお飼育室 は温度 25℃ ± 1℃，

相対湿度 60−80％ ， 明暗 12時間の 条件で あ っ た が ，飼育 ケ ージ は低湿度に な る こ とを避 けるた め

常に ビ ニ ール シ ー トで 覆 っ た の で 内部 の 湿度 は 90RH 以 上 と な っ た ．

　2−1，発生源 の 汚泥 ・汚水に よ る方法

　幼虫 ・蛹を含む汚泥 ・汚水を 200m ♂程度 の 容器 に移 し，ケ
ージ内で 羽化させ る．成虫 に はザ ラ

メ 5％ 液浸漬綿を与え る．時折汚泥 に水分 と粉末飼料 を適量加えお くと， 1週間以 内に容器 内壁の

湿 っ た場所に産卵する．3−4 日すると若齢幼虫が 目視 で きる．

　そ の 後 も水分 と飼料を調整 して お けば ケ ージ内で 累代飼育が で きる．なお産卵用 の 培地 は汚泥 と

い うよ り汚水で よ く， 容器は傾斜を付け て 設 置

する方が 産卵 させ る に は都合が良 い 　（傾斜角 5　　　　　　　 表 1 人工 汚水 の 組成

度）． 30× 20cm の飼育バ
ッ トの例で は，深い

部分は 水深が 2cm に な るが浅 い 部分 は底が露

出する．

　採取汚泥 ・汚水を ポ リバ
ッ トに 深 さ 2cm ほ

ど人れ て，布蓋 を して 20℃ 以上の 室内に傾斜

を付け て 放置す るだ け で ， 少な くとも 3−−4 ヶ 月

間そ の 中で 世代を繰 り返 し種の維持が 可能で あ

る．

　2−2， エ ビ オ ス 水溶液 に よ る方法 （森谷 ら，

1969）

　成虫を飼育か ご に 収容 して ，容器に 入れ た標

成　分 構成比 〔w ／v ％）

ペ プ ト ン

肉エ キ ス

固形飼料

（NH4 ）NO3 ・H20
NaClNa2HPO4

・12H20
KClCaC

！2MgSO

グ 7H20

　 　 　 0．03

　 　 　 0．02
　 　 　 0．05

　 　 　 0．005
　 　 　 0．Ol5
　 　 　 0．05
　 　 　 0．0007

　 　 　 0，0007
　 　 　 0．OOO5
水 を加 え て 100 とす る

注 ）ペ プ トン ・肉エ キ ス ・固形飼料 の 量 は 適宜調整

　 　 して よ い ．
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記水 溶液 に 円錐形 に 折 っ た濾紙を浸漬 して お くと湿 っ た 内壁 に産卵す る， こ れ を所定濃度 （O．1−−

0．2％）の エ ビ オ ス 水溶液で飼育す る．

　2−3， 人工汚水に よる方法

　成虫を飼育か ご に収容 して ，表 1 に 示す組成 の 人工 汚水を 20　ml ほ ど入れ た腰高 シ ャ
ー

レ 等を傾

斜を付けて 設置す る．産卵 と 1 齢幼虫を確認 した ら ， 少量 の 砕い た固形飼料 （幼虫 の 密度 に もよ る

が通常 0．1−0．5gr 程度）を加え る．幼虫 は脱皮を 3 回行 い 2
，
3

，
4 齢幼虫に成長 し約 10 日後に蛹 と

な り，2 週後に羽化す る．1 ケ ージ当た り 5−6 個以上 の 飼育容器 （腰高 シ ャ
ー

レ な ど）を使用すれ

ば ， 定期的に 1 区 20匹 ， 20 区 （400 匹 ）程度の終令幼虫 を確保する こ とが で きる．

　3． オ オ チ ョ ウバ エ の 飼育例
一

人工 汚水と エ ビオ ス 水溶液に よ る比較

　 ビ ニ
ー

ル シ
ー

トで 覆 っ た 30cm 角の 金網ケ
ージ内で 蛹を 羽化 させ る．羽化成 虫が約 100 匹 と

な っ た 時点 で 蛹を 除去 し， 3 日後 に 人工 汚水 と エ ビ オ ス 水溶液（O．1％）各 20ml 宛入 れ た腰高

シ ャ
ー

レ を 2 日間設置 して 回収，そ の 後の 生育状況を観察 した．

　な お容器に よ り産卵数 に著 しい差が生 じた の で ， 多数卵区と少数卵区は除い て 孵化幼虫が近似 し

た数 （100 匹前後）であ っ た各 2 区で 比較 した．

　人工汚水区は孵化 2−−3 日後 に固形飼料片約 10mg を加え た． こ れ は エ ビ オ ス 水溶液区の 栄養素

量 と
一
教 させ るた めである．

結果と考察

表 2 オ オ チ ョ ウバ エ の 飼育例 （25℃ 〉

　 25℃ の 温度 下で 実施 した 飼育例 の 結果 を

表 2 に 示 した．

　人工 汚水区な らび に エ ビ オ ス 水区の い ずれ

も，雌成虫が産 卵適期で あれば設置後す ぐ産卵

す る こ とが確認 され た．こ の 飼育例で も 2 日間

の 設置期間中に産卵が認 め られ た．

　人工 汚水区 と エ ビ オ ス 水区 と も設置 52 時間

後に
一
部の 1齢幼虫が孵化した の で ， 卵期間は

2唱 日で あ る と思 われ る．人工 汚水区 とエ ビ オ

ス 水区 の設 置 4 日後ま で の 幼虫の 成長 に 著 し

い差 は認め られ なか っ た．しか し 6 日後 に，人

工汚水区は齢がそ ろ っ て 順調な成長が得 られ た

が ，
エ ビオ ス 区で は幼虫の 成長 に若干 ばらっ き

が認め られた，設置 10 日後に は，人工汚水区

で
一

部蛹が観察 され た が ，
エ ビオ ス 水区で は

12 日後に蛹化 が始 ま っ た．羽化開始 も人工汚

水 区の 方が 2 日早 く設置 12 日後で あ っ た． な

お 羽化 の ピ ー
ク は 人工 汚水 区は 設置後 14−・15

日後で あ っ た が， エ ビ オ ス 水区で は 16 日以降

にず れ込ん だが，い ずれ の 試験区 も標準的な成

虫が認 め られた．

　成虫の 寿命は人工汚水区で 主 に 観察 した が ，

過

数

経

日
人工 汚水

エ ビ オ ス 水溶液

　 〔0．1％ ｝

　 00
−2

　 2

　 3

　 4

　 6

　 8

　 10

　 12
　 1415
〜18

　 　　 　設置　　　　　 　　 設置

　 　　 　産卵　　　　　　　　産卵

　 　 1 部 1齢幼虫　　　　　　同左

　　　 1 齢幼虫　　　　　　　同左

　　　 1−2 齢　　　　　　　 同左

　　　 2〜3 齢　　　　　　　　　　　　1〜3齢

　　　 2−4 齢　　　　　　　 同左

　 　3〜4 歯合　 1 音1≦虫甬　　　　　　　　2、4 歯令

3−4 齢　　虫甬　可・1イヒ開女台　　　　2〜4 齢　　虫繭

　4 齢　蛹　羽化多数　　3辺 齢　蛹　羽化
4 齢　蛹多数　羽化多数　3−4 齢　蛹　羽化

表 3　飼育結果か ら得た各期所用 日数

期間令期
人工 汚水区　　エ ビオ ス 水溶液区
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3 目後に死亡虫が見 られ ， 7 日後に 50％強が
，

2週間後 に は 大部分が致死 した （60
−−SO ％RH ）．

　表 3 は今回行 っ た飼育結果 で 得 られ た各期所用 日数を示した もの で ある，

　人工汚水区と エ ビ オ ス 水区を比較する と，両区の 間で 産卵嗜好 や孵化 日数に特記す る差は認め ら

れ なか っ た．幼虫期の 生育速度 は，後者 よ り前者 の 方が優れ て お り，
か っ 齢の そ ろ っ た 成長を示 し

た ．こ の 結果が蛹化や羽化に至 る日数に 2 日 ほ どの 差を つ けた．

　こ の差 は両飼育溶液区の 栄養素量の安定性 と質的な違い に よる もの と思われ る．
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